
子どもの表現や発達を広げる親子活動「ふるーる」2024

けんだいふるーるの1年間の活動

学生からみたけんだいふるーるの魅力
・保育教育学科1年生・2年生の「ふるーるっこ」
が主体となって楽しく活動しています。

・発達に気がかりのある子と保護者とが楽しめる
遊び活動を考えて提供しています。

・その季節ならではの活動を、発達段階も考慮し
つつ、学生たちが自分で企画しています。

水内 豊和
島根県立大学人間文化学部
臨床発達心理学研究室・准教授

ハカセと遊ぼう！みらいキッズ講座
7月、9月、1月に開催した島根県立大学松江キャンパス公開
講座で、学生たちもハカセの助手として白衣を着て、子ども
たちがiPadでプログラミング、作曲、動画作成をするのをサ
ポートしました。

けんだいとくし
「リーチュ」

R6年度 地域貢献推進奨励金事業

・学生たちは、子どもの発達や年齢を考えた活動
を企画する力がつきます。

・参加される発達に気がかりのある子どもと家族
にとっては、楽しく過ごし、子どものいいとこ
ろを見つけられる場となっています。

・地域には、発達障害についての理解啓発や、地
域で支えることの大切さをお伝えています。
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教員からみたけんだいふるーるの意義

水内ハカセ

あきこせんせい

2025年度
もあるよ！

2025©Mizuuchi-Lab.

🌻ふるーるはフランス語で「花」だよ🌷

6月 8月
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iPadをつかってゲームを作るというイ
ベントで、子どもの気づきを大切にし
ながらゲーム作りをサポートしました。

こどものだいがく2024
～プログラミングを学んで
ゲームを作ろう！～

12月10月

2月@浜田
いわみーる

Aさん：参加してくれた子どもたちは年齢も発達段階も様々でしたが、子ども同士がコミュニケーションを取
ることができる活動になりました。子どもが制作活動中に「あの子のここがいいな、真似しよう」と
言って、周囲の子どものいいところを発見できていることに気づき、おどろきました。また、わが子
の様子を近くで見ておられた保護者の皆さんも、だんだんと保護者さん同士で話をされたりして、み
んなで楽しむことが出来て嬉しかったです！私も貴重なお話をお聞きすることができました。

Bさん：子どものできることを少しずつ増やしてあげることが大切だと感じました。これから、さらに子ども
たちを楽しませられるような保育者になりたいです！

参加した学生たちの声


